
55　関西大学年史紀要　17

年
史
資
料
展
示
室
の
開
設

年
史
編
纂
室

　

平
成
十
八
年
十
月
十
五
日
、
関
西
大
学
簡
文
館
の
一
階
に
「
年

史
資
料
展
示
室
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
れ
ま
で
年
史
資
料
は
新

関
西
大
学
会
館
南
棟
一
階
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ビ
ー
で
展

示
さ
れ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
専
用
の
展
示
室
を
持
つ
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

　

関
西
大
学
の
前
身
で
あ
る
関
西
法
律
学
校
が
、
明
治
十
九
年
十

一
月
四
日
に
大
阪
西
区
京
町
堀
の
願
宗
寺
で
誕
生
し
て
か
ら
、
平

成
十
八
年
は
二
度
目
の
還
暦
、
す
な
わ
ち
創
立
百
二
十
周
年
と
い

う
佳
節
に
あ
た
っ
た
。
百
二
十
年
の
歴
史
を
有
す
る
大
学
な
ら

ば
、
み
ず
か
ら
の
来
し
方
を
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
や
解
説
で
理
解
し

て
も
ら
う
展
示
室
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
「
年

史
資
料
展
示
室
」
設
置
の
理
由
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の

経
過
は
簡
単
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
は
「
年
史
資
料
展
示

室
」
開
設
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
。

「
新
関
西
大
学
会
館
」
で
資
料
展
示

　

冒
頭
に
し
る
し
た
よ
う
に
、
簡
文
館
の
な
か
に
年
史
資
料
展
示

室
が
で
き
る
ま
で
、
大
学
史
の
資
料
は
新
関
西
大
学
会
館
に
お
い

て
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　

平
成
八
年
に
関
西
大
学
の
新
し
い
顔
と
し
て
正
門
を
形
成
す
る

新
関
西
大
学
会
館
（
北
棟
・
南
棟
）
が
完
成
し
、
翌
九
年
二
月
十

二
日
か
ら
北
棟
一
階
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
ケ
ー
ス
八
台
を
使

用
し
て
年
史
資
料
を
展
示
し
た
の
が
、そ
の
始
ま
り
で
あ
る
。「
関
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西
大
学
創
設
期
展
―
関
西
法
律
学
校
の
創
設
か
ら
福
島
時
代
の

関
西
大
学
ま
で
―
」
と
題
し
て
行
っ
た
初
め
て
の
年
史
資
料
展

示
に
ま
つ
わ
る
経
緯
や
苦
心
談
は
、
年
史
編
纂
室
の
職
員
で
あ
っ

た
福
井
智
佳
子
が
し
る
し
た
報
告
「
関
西
大
学
創
設
期
展
に
取
り

組
ん
で
」（『
関
西
大
学
年
史
紀
要
』
第
十
号
）
に
詳
し
い
。
こ
の

企
画
展
は
二
カ
月
余
り
、
四
月
三
十
日
ま
で
開
催
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
棟
一
階
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
就
職
資
料
室
に

転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
南
棟
一
階
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
ロ
ビ
ー
に
展
示
ケ
ー
ス
を
移
し
、
常
設
的
に
展
示
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
十
八
年
に
年
史
資
料
展
示
室
が
完
成
し
、

簡
文
館
へ
移
転
す
る
ま
で
の
九
年
あ
ま
り
の
間
に
開
催
し
た
企
画

展
示
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
「
関
西
大
学
史
展
―
千
里
山
・
天
六
時
代
―
」

 

（
平
成
九
年
十
月
三
十
日
〜
平
成
十
年
一
月
二
十
九
日
）　

　
「
関
西
大
学
墨
跡
展
」

 

（
平
成
十
年
十
一
月
十
一
日
〜
平
成
十
年
十
二
月
十
九
日
）

　
「
関
西
大
学
史
展
」

　
　
　
（
平
成
十
一
年
七
月
二
十
八
日
〜

平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
）―
常
設
展

　
「
関
西
大
学
経
済
学
部
・
商
学
部
創
設
百
年
記
念
展
示
」

 

（
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
〜
平
成
十
六
年
十
一
月
五
日
）

　

こ
れ
ら
の
展
示
の
う
ち
、「
関
西
大
学
史
展
―
千
里
山
・
天

六
時
代
―
」
に
つ
い
て
は
『
年
史
紀
要
』
第
十
一
号
に
、「
関

西
大
学
墨
跡
展
」
に
つ
い
て
は
『
年
史
紀
要
』
第
十
二
号
に
、
常

設
展
と
し
て
開
催
し
た
「
関
西
大
学
史
展
」
に
つ
い
て
は
『
年
史

紀
要
』
第
十
三
号
に
、「
関
西
大
学
経
済
学
部
・
商
学
部
創
設
百

年
記
念
展
示
」
に
つ
い
て
は
『
年
史
紀
要
』
第
十
六
号
に
、
そ
れ

ぞ
れ
準
備
か
ら
展
示
開
始
ま
で
の
経
緯
を
し
る
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
関
西
大
学
会
館
南
棟
は
正
門
の
す
ぐ
そ
ば
に
位

置
し
、
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
場
所
で
あ
る
た
め
、
人
目
に
触

れ
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
ロ
ビ
ー
と
い
う
性
質

上
、
夏
は
高
温
、
冬
は
低
温
の
外
気
が
日
常
的
に
流
れ
込
み
、
さ

ら
に
は
西
面
が
大
き
く
ガ
ラ
ス
壁
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
午
後
は

展
示
ケ
ー
ス
に
西
日
が
あ
た
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。

温
度
や
湿
度
、
光
量
が
一
定
し
な
い
と
い
う
点
は
、
展
示
資
料
に

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
要
因
と
も
な
り
、
い
ず
れ
し
か
る
べ

き
所
に
展
示
場
所
を
移
動
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
が
次
第
に
大
き

く
な
っ
て
い
っ
た
。
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東
西
学
術
研
究
所
跡
地
を
年
史
資
料
展
示
室
に

　

平
成
十
八
年
四
月
、
そ
れ
ま
で
東
西
学
術
研
究
所
、
経
済
・
政

治
研
究
所
、
法
学
研
究
所
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
た
人
文
・
社
会

科
学
系
研
究
所
の
事
務
室
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
研
究
所
事
務
室

と
し
て
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
簡
文
館
の
な
か
に
あ
っ
た
東

西
学
術
研
究
所
事
務
室
が
児
島
惟
謙
館
へ
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
と
き
は
学
内
の
事
務
組
織
が
大
き
く
改
編
さ
れ
る
時
期

で
も
あ
っ
た
た
め
、
東
西
学
術
研
究
所
の
跡
地
は
し
ば
ら
く
の

間
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
た
が
、
東
西
学
術
研
究
所
の
隣

室
で
年
史
編
纂
室
が
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
や
『
百
二
十
年

史
』
の
編
纂
作
業
を
進
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最
終
的
に
年
史

編
纂
室
が
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
年
史
編
纂
室
は
、
学
内
の
五
カ
所
に
分
散
保
管
し
て
い

た
年
史
資
料
や
図
書
を
一
括
保
管
す
る
た
め
、
六
月
に
移
転
作
業

を
行
い
、
同
時
に
旧
東
西
学
術
研
究
所
事
務
室
（
五
十
二
㎡
）
と

所
長
室
（
二
十
六
㎡
）
の
二
室
を
展
示
室
に
す
る
べ
く
学
校
法
人

と
交
渉
を
行
い
、
七
月
下
旬
に
了
承
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
、
年
史
編
纂
室
は
、
創
立
百
二
十
周
年
記

インフォメーションロビーでの展示状況
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念
事
業
の
一
環
と
し
て
『
関
西
大
学
百
二
十
年
史
』
と
『
関
西
大

学
120
年
の
あ
ゆ
み
』（
写
真
集
）
の
編
纂
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
。

特
に
、
写
真
集
の
方
は
、
記
念
式
典
な
ら
び
に
記
念
校
友
総
会
で

の
記
念
品
の
一
つ
と
す
る
た
め
、
十
月
十
五
日
ま
で
の
完
成
を
め

ざ
し
て
編
纂
作
業
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
た
。
そ
う
い
う
さ
な
か

に
展
示
室
の
開
設
準
備
が
新
た
な
業
務
と
し
て
付
け
加
わ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

そ
し
て
年
史
資
料
展
示
室
の
オ
ー
プ
ン
が
、
創
立
百
二
十
周
年

記
念
校
友
総
会
の
開
か
れ
る
十
月
十
五
日
を
期
す
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、『
百
二
十
年
史
』、『
120
年
の
あ
ゆ
み
』、
展
示
室
、
三
者
の

準
備
が
同
時
に
進
行
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
十
月
十
五
日
ま
で
に

残
さ
れ
た
時
間
は
二
カ
月
ほ
ど
し
か
な
く
、
夏
季
休
業
を
は
さ
ん

で
、
展
示
室
の
開
設
準
備
は
時
間
と
の
競
争
に
な
っ
た
。

開
設
準
備

　

八
月
三
日
に
専
門
の
製
作
業
者
二
社
か
ら
展
示
室
の
デ
ザ
イ
ン

案
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
の
ち
、
業
者
選
定

の
学
内
手
続
き
を
終
え
、
決
定
し
た
会
社
と
具
体
的
な
作
業
を
始

め
た
の
は
九
月
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

研
究
所
の
所
長
室
や
事
務
室
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
部
屋
を
展

示
室
に
す
る
こ
と
か
ら
、
電
気
関
係
や
壁
回
り
な
ど
、
全
面
的
な

改
修
工
事
が
必
要
と
な
っ
た
。
工
事
は
九
月
六
日
か
ら
始
ま
り
、

二
十
日
ほ
ど
か
け
て
完
了
し
た
。
そ
の
間
、
工
事
と
並
行
し
て
展

示
解
説
や
写
真
パ
ネ
ル
の
準
備
も
進
め
ら
れ
た
。

　
「
年
史
資
料
展
示
室
」
は
、
常
設
展
示
室
と
企
画
展
示
室
の
二

室
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
室
の
構
成（
開
設
当
初
）

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

常
設
展
示
室
で
は
、
入
っ
て
す
ぐ
右
手
に
児
島
惟
謙
を
は
じ
め

と
す
る
創
立
者
十
二
人
の
写
真
を
掲
げ
、
正
面
に
は
年
史
編
纂
委

員
の
一
人
で
あ
る
山
野
博
史
委
員
（
法
学
部
教
授
）
が
発
見
し
た

「
関
西
法
律
学
校
規
則
」（
明
治
十
九
年
十
月
発
行
）
の
複
製
を
展

示
、
左
手
に
は
学
舎
の
変
遷
図
と
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
写
真
、

さ
ら
に
映
像
で
関
西
大
学
の
歴
史
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
、
液

晶
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
展
示
室
に
入
っ
て
き
た
人
が

自
然
と
室
内
に
進
ん
で
い
け
る
よ
う
、
壁
に
は
カ
ー
ブ
を
つ
け
て

い
る
。

　

液
晶
モ
ニ
タ
ー
で
は
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
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常設展示室の工事風景

て
制
作
さ
れ
た
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
て
い
る
が
、
モ
ニ
タ
ー
の

前
に
は
、
大
阪
市
西
区
京
町
堀
に
あ
る
「
関
西
法
律
学
校
発
祥
の

地
」
碑
の
レ
プ
リ
カ
を
設
置
し
、
そ
の
上
面
に
操
作
パ
ネ
ル
を
取

り
付
け
て
、
年
史
資
料
展
示
室
ら
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
よ
う

工
夫
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
向
か
い
に
見
え
て
く
る
の
は
「
関
西
大
学
略
年

譜
」
で
あ
る
。
モ
ニ
タ
ー
の
壁
の
カ
ー
ブ
と
対
応
す
る
よ
う
に
、

こ
の
「
略
年
譜
」
の
壁
も
カ
ー
ブ
し
て
お
り
、
そ
の
下
に
は
各
時

代
を
象
徴
す
る
展
示
品
を
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
個
別
の
ミ
ニ
ケ
ー

ス
が
５
台
並
ん
で
い
る
。「
司
法
省
法
学
校
で
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が

講
義
し
た
『
性
法
講
義
』（
明
治
十
年
六
月
刊
行
）
と
ボ
ア
ソ
ナ

ー
ド
の
楯
」「
第
一
回
卒
業
生
津
島
（
内
田
）
重
成
が
使
用
し
た

矢
立
と
筆
」「
明
治
三
十
九
年
に
開
設
さ
れ
た
福
島
学
舎
の
跡
地

か
ら
平
成
十
七
年
に
出
土
し
た
煉
瓦
」「
専
門
部
生
の
角
帽
（
大

正
六
年
）」「
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
学
日
本
一
優
勝
記

念
バ
ッ
ク
ル
（
昭
和
二
十
三
年
）
と
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大

会
優
勝
記
念
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
（
昭
和
四
十
七
年
）」
な
ど
が
、
こ

れ
ら
の
ケ
ー
ス
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

常
設
展
示
室
で
は
、創
立
期
か
ら
現
在
ま
で
を
「
揺
籃
期
」「
発
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展
期
」「
飛
躍
期
」「
拡
充
期
」「
関
西
大
学
第
二
世
紀
」
の
五
つ

の
時
代
に
分
け
、
新
関
西
大
学
会
館
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ロ

ビ
ー
で
使
用
し
て
い
た
覗
き
込
み
型
展
示
ケ
ー
ス
五
台
と
縦
型
展

示
ケ
ー
ス
一
台
を
時
代
区
分
ご
と
に
充
当
さ
せ
、
展
示
ケ
ー
ス
の

う
え
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
概
要
を
ま
と
め
た
解
説
と
写
真

を
掲
載
し
た
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
来
室
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
ケ
ー
ス
の
中
身
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

そ
の
後
、
第
五
ケ
ー
ス
は
展
示
品
を
一
部
入
れ
替
え
、
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
活
躍
す
る
髙
橋
大
輔
選
手
や
織
田
信
成
選
手
の

金
メ
ダ
ル
な
ど
も
展
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
企
画
展
示
室
は
写
真
パ
ネ
ル
を
四
方
に
取
り
つ
け
ら
れ

る
展
示
フ
レ
ー
ム
を
部
屋
の
中
央
に
据
え
、
周
囲
に
縦
型
の
大
型

展
示
ケ
ー
ス
と
、
他
大
学
が
刊
行
し
た
年
史
図
書
を
並
べ
た
書
架

を
配
置
す
る
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

年
史
資
料
展
示
室
の
開
設
は
創
立
百
二
十
周
年
記
念
行
事
の
一

環
と
さ
れ
、
博
物
館
と
合
同
で
「
明
日
を
古
（
い
に
し
え
）
に
学

ぶ
」
と
い
う
統
一
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。
そ
の
う
ち
、
年
史
資
料

展
示
室
は
常
設
展
、
企
画
展
を
あ
わ
せ
て
「
関
西
大
学
120
年
の
あ

常設展示室
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ケ
ー
ス

時
代
区
分

展　

示　

品

第
一

　

ケ
ー
ス

揺
籃
期
（
明

治
19
年
〜
大

正
11
年
）

―
創
立
か

ら
旧
制
大
学

昇
格
ま
で

● 

児
島
惟
謙
直
筆
原
稿「
権
利
競
争
論

序
」（
写
真
）

●
創
立
資
金
の
受
領
書
（
複
製
）

●
垂
水
善
太
郎
宛
志
方
鍛
書
簡（
複
製
）

●
関
西
法
律
学
校
講
義
録

● 

津
島
（
内
田
）
重
成
筆
記
の
講
義
ノ

ー
ト
（「
法
律
学
士
手
塚
先
生　

法

学
通
論
」「
講
師
小
倉
先
生
講
義　

人
事
篇
前
期
之
続
」「
井
上
先
生　

刑
法
講
義
」）

第
二

　

ケ
ー
ス

発
展
期
（
大

正
11
年
〜
昭

和
20
年
）

―
大
学
昇

格
か
ら
太
平

洋
戦
争
ま
で

● 

大
学
設
立
認
可
申
請
書
（
大
正
10
年

2
月
）

● 『
千
里
山
学
報
』
創
刊
号
と
「
学
の

実
化
」
講
座
の
講
師
と
し
て
来
学
し

た
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
駐
日
仏
国

大
使
の
手
紙

● 

野
球
部
第
一
次
ハ
ワ
イ
遠
征
ポ
ス
タ

ー
● 

第
五
代
学
生
横
綱
・
竹
田
繁
七
（
写

真
）

● 

勤
労
奉
仕
の
と
き
に
大
学
が
貸
与
し

た
水
筒

● 

戦
地
の
校
友
か
ら
本
学
教
職
員
へ
宛

て
た
絵
葉
書
（
軍
事
郵
便
）

ケ
ー
ス

時
代
区
分

展　

示　

品

第
三

　

ケ
ー
ス

飛
躍
期
（
昭

和
20
年
〜
昭

和
44
年
）

―
終
戦
か

ら
大
学
紛
争

ま
で

●
帽
章
・
胸
章
・
襟
章
な
ど

●
岩
崎
卯
一
学
長
自
筆
原
稿

●
学
生
の
文
芸
活
動

●
工
学
部
学
生
募
集
要
項（
昭
和
33
年
）

第
四

　

ケ
ー
ス

拡
充
期
（
昭

和
44
年
〜
昭

和
61
年
）

―
大
学
紛

争
か
ら
創
立

百
周
年
ま
で

● 

高
松
塚
古
墳
の
発
見
を
伝
え
る
新
聞

と
発
掘
風
景
（
写
真
）

●
創
立
百
周
年
記
念
事
業
・
行
事
記
録

● 

百
周
年
記
念
会
館
落
成
記
念
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
写
真
）
と
来
学
し
た

司
馬
遼
太
郎
氏
の
色
紙

第
五

　

ケ
ー
ス

関
西
大
学
第

二
世
紀
（
昭

和
61
年
〜
現

在
）―

創
立
百

周
年
以
降
現

代
ま
で

● 

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
完
成
記
念
く
す
玉

割
り
（
写
真
）

●
佐
藤
信
夫
選
手
（
写
真
）

●
大
川
久
美
子
選
手
（
写
真
）

● 

稲
田
有
紀
子
選
手
の
金
メ
ダ
ル
（
第

五
回
糸
東
流
空
手
道
世
界
選
手
権
大

会
、
平
成
18
年
）

● 

松
村
久
基
選
手
の
金
メ
ダ
ル
（
世
界

学
生
射
撃
選
手
権
大
会
、平
成
17
年
）

●
桂
三
枝
氏
（
写
真
と
色
紙
）

第
六

　

ケ
ー
ス

関
西
大
学

第
二
世
紀

● 

サ
ッ
カ
ー
部
の
総
理
大
臣
杯
と
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
賞
状
（
平
成
17
年
）
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ゆ
み
」
と
い
う
展
示
テ
ー
マ
に
し
、
企
画
展
に
関
し
て
は
、
建
学

の
精
神
に
立
ち
帰
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、「
創
立
の
時
代
に
想
い

を
は
せ
て
」
と
し
て
、
創
立
期
に
限
定
し
た
展
示
を
行
っ
た
。

　

企
画
展
示
室
中
央
の
写
真
展
示
フ
レ
ー
ム
は
、
面
ご
と
に
「
願

宗
寺
時
代
」「
興
正
寺
時
代
」「
江
戸
堀
時
代
」「
福
島
時
代
」
の

四
期
に
分
け
、
校
舎
や
卒
業
写
真
な
ど
、
あ
わ
せ
て
十
八
点
の
写

真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
。
一
方
、
縦
型
展
示
ケ
ー
ス
の
な
か
に
は

初
代
校
長
を
務
め
た
小
倉
久
の
ト
ラ
ン
ク
（
日
本
で
現
存
す
る
最

企画展示室

簡文館特別展示の垂れ幕
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も
古
い
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
社
製
ト
ラ
ン
ク
）
や
関
西
法
律
学
校
第

一
回
卒
業
生
・
津
島
重
成
の
卒
業
証
書
な
ど
を
並
べ
て
、
本
学
の

創
立
当
時
の
状
況
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

オ
ー
プ
ン
後
の
あ
ゆ
み

　

平
成
十
八
年
十
月
十
五
日
の
記
念
校
友
総
会
当
日
、
年
史
資
料

展
示
室
に
は
卒
業
生
や
大
学
関
係
者
あ
わ
せ
て
四
百
五
人
が
訪
れ

た
。
母
校
の
歴
史
を
分
か
り
や
す
く
理
解
で
き
る
年
史
資
料
展
示

室
が
で
き
た
こ
と
に
対
す
る
賞
賛
の
声
も
多
数
頂
戴
し
た
。

　
「
年
史
資
料
展
示
室
」
の
開
設
を
計
画
し
た
当
初
、
コ
ン
セ
プ

ト
の
柱
と
し
た
の
は
、
簡
文
館
の
な
か
に
あ
る
博
物
館
と
相
ま
っ

て
関
西
大
学
の
文
化
ゾ
ー
ン
を
形
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て
見
学
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
は
学
内
の
教
育
職
員
に
対
し
、
新
入

生
や
ゼ
ミ
生
へ
の
導
入
教
育
の
一
環
と
し
て
博
物
館
と
年
史
資
料

展
示
室
を
見
学
し
て
も
ら
い
た
い
と
呼
び
か
け
る
案
内
も
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
夏
休
み
ま
で
の
四
ヵ
月
で
約
四
千
百
人
が
年
史

資
料
展
示
室
の
見
学
に
訪
れ
た
。

簡
文
館
が
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

　

関
西
大
学
で
は
、
か
ね
て
か
ら
博
物
館
を
中
心
に
、
簡
文
館
を

国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
も
ら
う
べ
く
文
化
庁
に
申
請
し
て

い
た
。
審
議
の
結
果
、
平
成
十
九
年
三
月
に
登
録
有
形
文
化
財
と

し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
旨
の
通
知
が
届
い
た
。
関
西
大
学

の
建
築
物
と
し
て
は
初
め
て
の
登
録
で
あ
る
。

　

簡
文
館
は
昭
和
三
年
に
大
学
図
書
館
と
し
て
建
設
さ
れ
、
さ
ら

に
昭
和
三
十
年
に
大
幅
な
増
築
工
事
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
、
増

築
建
物
の
設
計
を
担
当
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
文
化
勲
章

を
受
け
た
村
野
藤
吾
氏
で
あ
る
。
簡
文
館
が
登
録
有
形
文
化
財
と

し
て
登
録
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
大

学
図
書
館
の
特
徴
を
今
に
よ
く
伝
え
て
い
る
こ
と
と
、
村
野
作
品

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

簡
文
館
が
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
年

史
資
料
展
示
室
で
は
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
「
簡
文
館
も
の
が
た

り
」
と
い
う
企
画
展
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
中
央
に
あ
る
写
真
パ

ネ
ル
の
展
示
フ
レ
ー
ム
で
は
、
建
築
さ
れ
て
現
在
に
至
る
ま
で
の

簡
文
館
の
歴
史
を
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
特
徴
的
な
写
真
で
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時
代
ご
と
の
説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
壁
面
に
は
設
計
者
で
あ
る

村
野
藤
吾
氏
と
簡
文
館
の
略
年
譜
を
パ
ネ
ル
に
し
て
掲
示
し
た
。

こ
れ
ら
の
展
示
は
、
都
市
環
境
工
学
部
（
建
築
学
科
）
の
学
生
な

ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
方
面
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

展
示
室
の
今
後

　

現
在
、
大
学
に
は
従
来
の
教
育
・
研
究
と
い
う
こ
と
に
加
え
て

社
会
貢
献
と
い
う
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
簡
文
館
に
あ

る
博
物
館
は
「
開
か
れ
た
大
学
」
を
地
域
に
具
現
化
す
る
存
在
の

一
つ
で
あ
る
し
、
年
史
資
料
展
示
室
も
ま
た
似
た
よ
う
な
性
格
を

有
し
て
い
る
。
在
学
生
や
教
職
員
だ
け
で
な
く
、
卒
業
生
や
在
学

生
の
父
母
、
地
域
の
人
び
と
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
大

学
の
見
学
に
訪
れ
る
高
校
生
な
ど
に
対
し
、
大
学
の
歴
史
を
通
じ

て
情
報
発
信
を
し
、社
会
貢
献
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

多
彩
な
人
び
と
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
で
、
関
西
大
学
の
過
去
・

現
在
・
未
来
の
座
標
軸
の
な
か
か
ら
、
関
西
大
学
の
行
く
末
を
考

え
て
も
ら
う
場
の
一
つ
に
年
史
資
料
展
示
室
は
な
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
今
後
ど
の
よ
う
な
展
示
を
行
う
べ
き
か
、
と
い
う
問
い
に
対

す
る
答
え
も
、
そ
う
し
た
視
点
か
ら
自
ず
と
導
き
出
さ
れ
て
く
る

に
違
い
な
い
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
一
年
半
が
経
過
し
よ
う
と
す
る

今
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
想
い
を
強
く
し
て
い
る
。

 

（
学
術
セ
ン
タ
ー
次
長　

熊 

博
毅
）


